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新型インフルエンザ発生時の国が備蓄しているファビピラビルの 

放出方法について 

 

 

 ファビピラビル製剤（販売名：アビガン錠 200 mg）については、新型インフルエ

ンザ等対策ガイドライン（平成 25 年６月 26 日関係省庁会議決定。以下「ガイドラ

イン」という。）に基づき、国において、約 200 万人分備蓄することとしており、

ガイドラインにおいて「国が備蓄・管理したアビガンに関しては、国の指示に基づ

き指定された医療機関へ放出」及び「発生後速やかに、安全性及び有効性の知見・

情報を集積する体制（臨床試験等）を整備」とされています。また、「ファビピラ

ビル製剤の承認条件変更に当たっての留意事項について」（平成 29 年３月３日付け

薬生薬審発 0303 第５号厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課長通知。以下

「留意事項通知」という。）において、流通管理の詳細については、別途通知する

旨お示ししていました。 

今般、新型インフルエンザ発生初期において、ガイドラインに基づきファビピラ

ビル製剤を放出する医療機関は、富山化学工業株式会社と製造販売後調査等に係る

契約を結んだ特定及び第１種感染症指定医療機関（第１種感染症指定医療機関が未

指定の都道府県において、知事により当該医療機関が指定されるまで暫定的に当該

医療機関に準ずる医療機関として指定された医療機関を含む。以下同じ。）とする

こととし、流通管理は別添１のとおり取り扱うこととしましたので、下記について

貴管内特定及び第１種感染症指定医療機関に対する御周知方御配慮をお願いしま

す。 



 

 

記 

 

 

１．新型インフルエンザが発生した際に、円滑にファビピラビル製剤の供給を行う

ことができるよう、新型インフルエンザ発生前にあらかじめ富山化学工業株式会

社と製造販売後調査等に係る契約を結んでください。 

２．ファビピラビル製剤を使用する際には、別添２に定めるファビピラビル使用申

請書を厚生労働省健康局結核感染症課に FAX で送付してください。また、厚生労

働省は、速やかに、ファビピラビル製剤の安全性及び有効性の情報を収集し、適

宜診療ガイドラインを見直す等の措置を検討する必要があることから、富山化学

工業株式会社が実施する製造販売後調査等に御協力ください。 

３．ファビピラビル製剤の使用にあたっては、ガイドライン及び留意事項通知に御

留意ください。 


